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金子：今日は DMC 研究センターの研究員

で、慶應義塾大学の文学部の先生をされて

います徳永先生とお話をしたいと思いま

す。まずは、徳永先生の自己紹介をお願い

できればと思います。 

 

徳永：はい、ありがとうございます。准教

授をしております、徳永と申します。専門

は、中世の後期の、特に手書き写本から初

期の印刷本で、グーテンベルクが始めた、

活版印刷術の文化が始まるころの時代の研

究をしています。 

 書物というメディアが、手書き写本から

印刷本に変わる中で、どのような変化があ

り、読みや読者といったものへどのような

影響があったのかということを、特に文学

作品を中心に研究しています。今日はよろ

しくお願いいたします。 

 

金子：よろしくお願いします。ちょっと堅

苦しい感じで始まっちゃいましたけれど

も、もう少しリラックスした感じで、今

日、お話ししようと思っています。 

 いろいろな昔の書物を扱っていらっしゃ

るということで、そういった書物がどうい

うふうに保存されていて、どういうふうな

感じで、そこにアクセスして研究されてい

るのかを、教えていただけると助かりま

す。 

 

徳永：私が対象としているのは、ヨーロッ

パの本が中心でして、特にイギリス、ある

いはアメリカといった所が中心です。そう

いう所では、一つには、中世の写本である

とか、初期刊本といわれるものを持ってい

るということが、図書館のステータスにも

なるんですね。いわゆる、スペシャルコレ

クションという所に分類されているものが

多く、そういった所で古い本を調査してい

ます。 

 

金子：昔はそういった図書館とか、スペシ

ャルコレクションといわれている所に実際

訪問されて、直接見るということが多かっ

【DMC TALK】 

デジタル四方山話――書物研究をめぐって 
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たと思うんです。学生のころのご経験と

か、研究者になってからのご経験とかを昔

聞いたときに、マイクロフィルムでそうい

ったものを見ることもあったと聞きまし

た。そういう実際のものを見る、マイクロ

フィルム越しに見る、何かまあ最近だと、

デジタルで見ることも多いと思いますけれ

ども、何か違いってありますか。 

 

徳永：1990 年代は、まさにデジタルが出

始めてきたころで、学部生レベルでインタ

ーネットを使って研究なんていう環境で

は、まだ全然なかったんですね。 

その中で、それまで主流となっていたの

が、いわば、貴重書の世界であれば、ある

いはいわゆるドキュメントの世界であれ

ば、マイクロフィルムというものがマスに

あって、大量にいろんなものがマイクロ化

されていて、それを学生たち、あるいは研

究者たちは、リールにかけてぐるぐる見て

いくような世界だったわけです。 

一つにはそういうものが、マイクロフィ

ルムを持っているかどうかというのも、大

学あるいは研究機関によって異なるので、

大きな、何でしょう、device division みた

いなものも、実は当時あったのかもしれま

せん。 

マイクロで大量に見ることで、いろいろ

な世界の奥行きを知ることができたという

のは、大きなステップに、入口になりまし

た。 

 その次に、大学院に進んだときには、や

はりモノを見ていかなくてはいけない。実

際のモノを見ることの大切さというのが分

野的にもありましたし。あと、幸いに指導

教授がコレクターだったので、日頃からい

ろんなものを持ってきてくれて、15 世紀の

本や、もっと古い写本などを見せてもらい

ました。 

 デジタル化されたものと、実際のモノを

見るときの違いというのは、みんなが言っ

ている事ですけれど、五感といいますか、

感性を使うというところに、やっぱり決定

的な差が出ると思うんですよね。身体化す

ることができる――圧倒的に、実際のモノ

を見るときですね。 

 私は、書物史の授業も持っているんです

が、春学期はコロナウイルスの関係でオン

ライン授業で、オンデマンドでやっていた

んですけれども、そうすると、いろんなも

のを見せるためにモノをデジタル化して、

さらにそれを録画して、レコードされたモ

ノを学生たちは見るという、何かすごく、

実際にある歴史のこもった本から距離が置

かれていて。それを見て自分のものとし

て、一つの体験として身体化するって、な

かなか難しい。その本が持っている魅力と

いうものを伝えるのが、すごく難しかった

かなあと思います。 

 一方で、秋学期に入ったときに、対面授

業が許された授業でしたので、貴重書室に

お願いして、展示スペースを借りて、貴重

書室の本を実際に見せて、一緒にそこに書

かれているものとか見たりすると――今年

の学生さんたちにやる気がある学生が多か

ったのかもしれませんが――やっぱり離れ

ていた分、実際のものに触れたときの彼ら

の感激とか喜びというのは、例年以上にす

ごく大きいものがあったなあと感じていま

す。 

なので、ご質問に戻ると、決定的な違い

というのは身体化ができるかどうかという

ところが大きいでしょうか。 
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金子：僕は、デジタルやっていますけど、

そのモノの存在というのは、今、デジタル

の世界で CPS（サイバーフィジカルシステ

ム）という、サイバーの世界とフィジカル

の世界をどういうふうにつなげようかって

いうことを、よく言っているんですけれど

も。 

 今のお話を聞いていて、コンピューター

をやっていて、世の中の本当の物理的な何

かを、もちろんセンサーとかで捉えること

ができても、それはすごく一部な情報であ

って、こう、肌感覚としてそれを受け止め

るっていうのは難しいなあ。それもう絶対

かなわないなあって思っています。 

 逆に今のお話を聞いていて、マイクロフ

ィルムなり、デジタルもそうですけれど

も、道具立てをすることによって得られる

ようになった事ってあるんですかね？それ

がなかったら、完全にデジタルの負けなん

ですけど、いかがですか。 

 

徳永：ええ、客体化するっていう言葉が合

っているのかしら。例えば、この後ろにあ

りますけど、ここが赤であるとか、青であ

るとか、黒であるっていうことを、まあ私

たちは色を見て判定するわけです。でも、

その色の見え方というのも、それも絶対的

なものではなくて、いうまでもなく、そこ

の中には脳がどう捉えるかとか、あるいは

脳が捉える中には、私たちのそれぞれの文

化的な背景であるとかさまざまな要素があ

って、これは赤っていうふうに、いろんな

プロセスを経て決めているわけですよね。 

 そういったものを決めるときに、数値化

することができるというのは――同じ研究

者が同じものを見たときに、「これ同じだ

よね」って言ったときの基準が見えやすく

なったことは――やっぱりデジタル化の大

きな、決定的なメリットかなあと感じます

ね。 

 

 

 

金子：なるほど。一方で、先ほど客体化す

るっていう言葉が出ていましたけど、何に

注目して客体化するのかというところに着

目してみたいです。デジタル用語でいう

と、スペックとかってよく言われるんです

けれども。 

そのスペックの一個一個のアイテムが決

まっちゃうと、逆にいえば、何か概念が固

定化される。もしくは価値が固定化され

る。もちろんその一回、価値観が出来上が

ってしまえば、その価値観について議論す

るときにおいては、数値化すると非常に分

かりやすいというのは、おっしゃるとおり

かなと思うんですけど。新しい価値づくり

をする、新しい視点から客体化するという

ことは、デジタルはできるんですかね？ 

 

徳永：どうなんですか、金子先生。逆質問

になっちゃいますが。どうなんでしょう

ね。 

 

金子：以前、カタログ化するとか、目録化

するのも、ご専門の一部だっていうふうに

お伺いしたんですけれども。その、カタロ

グ化する、目録化するっていうのも、一種

のその視点の決め方があって、その視点に

基づいて整理するっていうことだと思うん
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ですよね。それのデジタル的な指標という

か、それがさっきの、例えば、RGB の値

が幾つ、幾つ、幾つですみたいに、数値化

されていくようなプロセスだと思うんです

けど。そのカタログ化するっていうプロセ

ス自体は、非常にクリエイティブなという

か、新しい価値観を生み出すものだと思う

んです。 

何かデジタルだと、一回そういう指標が

決まると、すごく物事は早く進んでいく。

もしくは精度良く、高い精度で進んでい

く。だけど、そこに新しい視点をもたらす

っていうことに対しての、抵抗勢力ってい

うんじゃないんですけども、新しくそれを

デジタルの中に組み入れることのコストと

いうか、それは非常に高いものがあると、

僕は思っています。逆にいえば、一度作っ

たデジタルシステムっていうのを、新しい

視点で捉え直して、それで再構築をしよう

とすると膨大なコストが掛かるので、現実

的にはそれは難しいと思うんですね。 

今、最近だと、DX（デジタルトランス

フォーメーション）という言葉が新聞なん

かにも出ていますけれども、「真のデジタ

ルトランスフォーメーションとは？」みた

いな、何かよくビジネス誌とかにも出てい

るんですね。 

 よく言われているのは、その会社が持っ

ている、もしくはその産業が持っている一

つの、経験値みたいなものを単にデジタル

化するのがデジタルトランスフォーメーシ

ョンではありません、と。その会社の真の

力を発揮するところに着目して、そこにフ

ォーカスしたデジタルトランスフォーメー

ションをしなさいみたいなことが、書かれ

ている。僕はそのとおりだと思うんですけ

ど。 

「では、その真のポイントって何？」と

か、「では、一度デジタルトランスフォー

メーションをしたら、その真のポイントは

変えられるのか、変えられないのか」とい

った議論は、あまりデジタルトランスフォ

ーメーションの中では出てこないように思

うんです。そのフィールド、何ですかね、

データを保存するとか、データを利活用す

る、データを整理するっていう中で考えて

いくと、一度ある観点で整理すると、それ

を再整理してシステムを作り直そうという

と、非常に大変かなと思っています。そう

いった経験ってありますか。あまりないで

すかね。 

 

徳永：直接にはないんですが、デジタルフ

ァクシミリ（digital facsimile）が登場した

り 、 あ る い は 、 デ ジ タル エ デ ィ シ ョ ン

（digital edition）というのが、人文系の分

野ですと、90 年代、2000 年代から登場し

たりしました。いわゆる、紙媒体の本のエ

ディションじゃなくて、何ていうんでしょ

うね、ジェネティックな、いろいろ発生的

にもできるしネットワーク的にも作ること

ができる、そういったデジタルエディショ

ンというものがどんどん発展していって、

これこそが将来のエディションだ、みたい

な、活発な議論というのがあったんです

ね。というか、あるんですね。 
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 そうなると、これからの時代は全部、本

というものがデジタルエディションに変わ

っていくのかと思いきや、そうでもやっぱ

りなくて。その辺にはやっぱりテクノロジ

ーの変化とかもあるのかもしれません。質

問からちょっとずれているかもしれないん

ですけれども。こういうルールで作りまし

ょうって作ったときに、こういうエディシ

ョンを作ろう、というものには達したかも

しれないけれども、他にもうちょっとやり

たい事が出てきたとき、例えば、もっと検

索を、こういった形を検索したいとかいっ

たときに、あるいは世の中の画像検索の、

いろいろな規範というのが変わってきたり

とかすると、前に作っていたものに当ては

められなくなってくるというとこがあって、

やっぱりデジタルに完全には移行していか

ないなというのを、今、すごく感じていて。

私自身はどっちかというと、アナログとデ

ジタルの間で揺れているんです。そういう

意味では、アナログ回帰の部分がちょっと

あるかなあというところはあります。 

 

 

 

金子：今のエディションってなにか教えて

もらっていいですか。そのエディションっ

て、何か第何版みたいなふうにしか、僕の

中では思ったことがなかったんですけど、

エディションってどういう概念なんです

か。 

 

徳永：校訂版という意味で、今使いまし

た。英語では critical edition て言います。

「版」といって、確かにファースト・エデ

ィション、セカンド・エディションもその

中の一つなんですが、私たちが本を読むと

きっていうのは、特に研究書を読むとき

は、何かオリジナルがあって、そのオリジ

ナルを誰かエディターがいて、そのエディ

ターがエディターのエディティングポリシ

ー（editing policy）に従って編纂して、そ

してそれを一つのエディションという形に

しているわけですよね。で、facsimile とい

うのは、基本的に fac というのは作る、

simile というのは似たようにということな

ので、実物にできるだけ似せて作るという

ものなんですけど、edition というのは、第

一義的にはそのテクストというものを edit

したものということ。 

 そうすると、例えば、一つの作品で 100

の写本が残っていたり、さらにその後の時

代になっていったら、そこからどんどん印

刷本ができたりすると、テクストとは何ぞ

やという話になってくるんです。 

 つまり、一つには例えば、中世ヨーロッ

パですと、作者が書いた、いわゆる著者原

稿というのは残っていない、ほとんどまず

ない。そうすると、作者が書いたテクス

ト、あるいは作者が意図したテクストとは

何ぞやということから、考えていかなきゃ

いけない。 

 そうすると、私たちができることといえ

ば、今ある歴史的な資料を見比べて、そこ

の中での違いだとか、あるいは作られた順

だとか、さまざま要素というものを検討し

ていくこと。ひと昔前は、これは作者が意

図したテクストだろうということを追究す

るのが、一つには critical edition を作ると

きの醍醐味というか、大きなところだった

んですね。 

 でも、テクスト研究とか作者研究という

のが進んでくると、著者が意図したところ
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（ authorial intension) を追 い 求 め る こ と

が、テクスト研究で重要なのかという事

に、今度は疑問符が付いてきて。 

 つまり、著者も、場合によってはどんど

ん改訂を加えていく。あるいは例えば、19

世紀ぐらいで、新聞に寄稿していた人なん

ていうのは、直前でいろいろ書き加えるこ

ともあるかもしれないし、もっと前の皆さ

んご存じのシェイクスピアの作品は、あれ

はもともと戯曲ですよね。上演されるため

に作られたもので、その戯曲というものを

シェイクスピアは書いた。そこで上演する

ときに「いや、ここはちょっとセリフが言

いにくいから書き直そう」とか、あるいは

場合によっては、役者が言葉を変えてしま

うっていうことがある。 

 そうするとじゃあ、『ハムレット』って

いう作品が今あるとして、その『ハムレッ

ト』のテクストってなあに？」っていうこ

とになってくるわけですね。しかも、それ

が今度は印刷されて、読者の手に渡って、

さらにそれが代々伝わったときに、その

『ハムレット』っていうテクストは、本当

に非常にいろいろで、唯一のものではな

い。流動性というか、そういうものがある

というとこなんですけども。 

 そういったさまざまな事を考えながら、

まあ、ある種の一つのエディティングポリ

シーというのを決めて、研究者であれば研

究用のテクストというものを、エディショ

ンというものを作るっていう、そういう学

問分野があります。 

 そこでも、デジタル化というのは非常に

大きな可能性があって。例えば、著者原稿

にたくさんバージョンがあった場合、印刷

された紙媒体に載っける場合は、基本的に

は一つのバージョンを載っけて――今ちょ

うど『ハムレット』がここ（手元）にあり

ますけど――ここがメインのテキストで、

この下に編者がいろいろな、なぜここにこ

の単語を選んだのかとか、この意図を決定

し た の か 、 と い っ た 注 釈 を textual 

apparatus に付けて、読みの違いとかを列

挙します。やっぱり二次元の世界でできる

事って、すごく限られている。 

 一方で、デジタル空間になってくると、

クリックだけでここからここに移動するこ

とが、ハイパーリンクでいろいろな所に飛

ぶことができるので、もっといろんな重層

性が見えてくるので、エディション作りの

世界の中でも、デジタル化への期待という

のはすごく大きい。その反面、印刷本の重

要性というかな、それもやっぱり感じるな

あとも思っています。 

 

 

 

金子：何かこう、重層性っていうのは、僕

すごく大事だなと思うんです。それがこ

う、先ほど『ハムレット』の最初のテキス

トがあって、そこからいろいろな派生系が

出てきてっていう、お話を聞いて。その派

生系が生まれるっていうことが、その徐々

に、何ていうんですかね、文化としての広
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がりになっていくし、広がってくるからこ

そ、いろいろな視点でその広がりを捉える

ことができるようになってきて、そこにエ

ディションという一つの串刺しみたいなの

が登場して、「あ、そういう視点で見る

と、『ハムレット』ってこうなんですね」

っていうのができる。で、この串刺しをし

たやつが、今まではおおよそ本になってい

るのかな。それがエディションという話だ

って、今ご説明いただきましたけれども。

デジタルになって重層化しました。でも、

重層化すればするほど、つかみどころがな

くなるっていう気もしますし、分かりにく

さを助⾧することにもなるのかな。その違

いが明確になっていれば、重層的な「この

串刺しです。この串刺しです。こっちで

す」という、この違いを理解してそれを捉

えていくことができるんですけど。逆にこ

う、最初入ってきた人にとってみると、何

か混然一体とした、この固まりとしてしか

見ることができなくなっちゃって、逆に分

かりにくくなっちゃうんじゃないかなとい

う気がするんですけど、その辺りどういう

ふうに、どんなお考えですか。 

 

徳永：おっしゃるとおりだと思います。 

やはりこういうものを作っていくときと

いうのは、判断の連続なんですよね。エデ

ィターがいろんな自分なりの基準というの

を作って。それは別にどんな世界でもそう

だと思うんですけど、ある種、デジタルの

メリットというのは、悪い言い方かもしれ

ないけれども羅列できるというか、提示で

きてしまいますよね。「こういうのもあり

ます」「こういうのもあります」「こういう

のもあります」っていうふうに見せること

ができて、まあその中でも、自分はこれだ

って、自分のチョイスを選ぶこと、示すこ

ともできるとは思うんですけれども。 

でも、重層性っていうのは、まさに今お

っしゃられたように、一つのニュアンスの

提示をして相手に任せることにもなりかね

ないっていうところがあって、そこの微妙

な差っていうのは、デジタルエディション

なんかを批判するときに、出てくるところ

でもありますよね。 

 あともう一つ、私も最近のところは追え

てないんですけれども、クラウドが出てき

たときに、ソーシャルエディティングと

（social editing）いう概念というのも出て

きたんですね。エディションをみんなで作

ろうっていうのがあって。それはどうやっ

てやるかというと、クラウド上に置いてお

いて、ログインして、やりたい人が自分の

エディティングができる、みんなで作ろう

エディション、みたいな感じがあって。膨

大なものとか、今までは数名の研究者たち

で作っていてなかなかできなかったもの

も、ボランティア的にやる、クラウドの時

代だからできるというメリットもあるんで

す。 

 でもそうすると、今度は何か、誰がどう

いうふうに考えてやったのかというのがぼ

やっとしてきてしまって、そうすると、何

のためのっていうのが難しくなってきて、

すごく何かサイクル的なようなところもあ
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るんですけれども。 

 つまり何が言いたいかというと、先ほど

おっしゃっていたように、デジタルってこ

の部分を決めてそれに向かっていく。そう

すると、あるものはかちっとできるかもし

れないけれども、何か視点を変えたりとか

イノベーティブにやったりすると、ちょっ

と何かできない部分もあるかもしれない。

じゃあ、今度そういうソーシャルエディテ

ィング的にやると、そうすると何か今度は、

どこを目指しているのかというのがちょっ

とぼやっとしてきてしまうようなところも

あって。その難しさというのはあるのかな

あというふうに思います。 

 

 

 

金子：なるほど。まさにその問題がデジタ

ルの難しさなのかなというふうに、僕は思

っています。もちろんインターネットを使

って自由に世界中のものにアクセスでき

る。そして、一つのプロジェクトにいろん

な所から参画できる。でも、それが故に、

参加する人の背景というか、その背景知識

なり、もしくは先ほどの整理、例えばタグ

付けをするとしても、どういうふうにタグ

付けの定義を共有するか。それって、背景

知識が違っていたら、同じ言葉で定義づけ

書いても解釈は変わってきちゃうし、それ

がどんどんブレ幅を生んでくる。それっ

て、ありなんですか。そのブレ幅は許され

るんですかね。徳永先生の研究分野におい

て許されるんですか。ソーシャルでやりま

しょうって。まあ、最近、「みんなで翻

刻」とか、いろいろそういう人文系でも、 

 

徳永：ああ、そうですね。 

 

金子：みんなで参加してやりましょう。確

かに人手はいっぱいあるから、今まで一人

の人がやるのに比べたら時間は短くなる。

延べ作業時間は一緒だけど一人当たりの時

間が短くなる。でも、そのバラつきが大き

くなることに対して、どうお考えですか。 

 

徳永：どうでしょうね。あのう、イエス、

ノーで答えたくないなというところがあっ

て、ちょっと直球的なお返事は……まあ、

⾧所は短所、短所は⾧所で。 

 

金子：まあ、そういうことですね。 

 

徳永：逆にそういう短所の部分というのが

あるんであれば、それを使って教育的効果

というのを生めるのかなとは思いますよ

ね。 

 

金子：ああ……。 

 

徳永：ちょっと学生さんの情報教育と似て

いるかなというところがあって。例えば、

「インターネット使いましょう」、あるい

は「調べものしましょう」といったとき

に、インターネットで情報を集めてくると

いったときに、何も知らなければ、まあウ

ィキペディアから、みたいな感じですよ

ね。ウィキペディアが悪いとは必ずしも言

い切れませんけれども。でも、ちょっと情

報とは何だとか、自分の分野の知識とかを

得てくると、「あ、これは使えるもの」「使

えないもの」ということの選別、識別がで

きるようになってきますよね。それと同じ

ようなところがあるのかな。 
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 つまり、何かそういう関心のある人を教

育っていうのとか、手ほどきっていうのを

することによって、ある一定ラインの部分

までは持っていくことはできる、底上げは

できるかなというふうには思います。これ

がもしかするとデジタル教育の可能性で、

「FutureLearn」とかもありますよね。 

 

金子：なるほど。 

 

徳永：それの裾野の広がり方は、たぶんす

ごくポテンシャルが高いけど、やっぱりそ

れを超えたある程度のもっと専門性ってな

ると、ひと段階また別物かなというのは思

います。 

 

金子：うーん、なるほど。 

 

徳永：それをうまく使えるプロジェクトが

できたらいいですけど。たぶん、時間と労

力と、スーパーマンが必要です（笑）。 

 

 

 

金子：さっき、『ハムレット』の派生系が

できるっていう話があったじゃないです

か。で、たぶんハムレットを演じている役

者さんも、たぶん、いろいろ書き込んでい

ると思うんですよね。まあそれが残ってい

るか、残ってないかってあると思うんです

けど、例えば、ハムレットを演じるとなる

と、まあ僕ちょっと劇詳しくないですけ

ど、きっと興行するその劇団の方の誰か

が、台本を印刷して配布する。それはもち

ろんやっぱりその劇団の特性を生かした脚

本になっているし、色付けがされた形の台

本が配られて、そこに、まあいろいろ追記

がされていくと。モノとしてそれぞれ別々

に役者さんごとに配られたものがあるんで

すけど、それはモノして残っていきますよ

ね。デジタルで、同じような事をしようと

すると、仮に書き込めたとして、書き込ま

れた後の台本は PDF だとしましょう。

PDF に書き込んだと。それはオリジナルと

また違うものとして、保存しておかないと

いけないのでしょうか？ 

 

徳永：いや、大きい問題ですよね。すごく

重要な視点だと思います。「保存するべき

か、するべきではないか二択選べ」と言わ

れたら、「するべき」って、私は言います

けど。「できるの？」という、テクニカル

な問題はありますが。なぜ保存するのかと

いうと、作品や本と人が対峙して、そこか

ら理解したり手がかりを得るのは、まさに

そういう本にいっぱい書き込まれたものを

見ている所からというのが多いんですね。

これは、書物史の中で 90 年代後半から

2000 年代にかけてものすごく研究が盛ん

になってきたところで、アメリカのプリン

ストンだったかな、ごめんなさい、どっち

か忘れましたがプリンストンかハーバード

大学で、その書き込みだけを徹底的に集め

てきたアーカイブの研究とかもありまし

て。アーカイブというか、デジタル研究も

ありますし。 

 さっきエディションの話をしましたが、

前にも少しお話ししたと思うんですけど、

もう一つにはコピーっていう概念があっ

て。例えば、写本だったら基本的に手書き

なので、唯一無二なものっていうのが分か

りやすいんですけれども、印刷本の場合

も、今例えば、ここに研究室に本がばーっ
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とありますけど、これはいろんな本があり

つつも、例えば、この一冊の本というのも

何千冊、何万冊というのが刷られて、世界

中に配られていて、同じ一つのエディショ

ンであっても、それはさまざまな世界の所

に出回っていて、一人一人が持っていれ

ば、その一冊一冊の本というのは違う歴史

をたどっていて、で、私たちがその本の、

あるいは作品がどういうふうに読まれたと

か、どういうふうに文化を形成したのかと

いうのを見ることが、理解することができ

るのは、その一冊、一冊の本、コピーとい

うものを見ることによってできるという事

を考える。書物史ではそれを重要視するん

ですけど。となると、今おっしゃった PDF

の書き込みというものもすごく重要ですよ

ね。 

 もしかすると、50 年後、100 年後、私た

ちの文化って、何かすごく分からない文化

として残るのかも。手紙も残らないですよ

ね。それってすごく大きな問題で、特に作

家研究とかにおいては。私なんかはメール

さっさと削除してしまいます。 

 

金子：僕はずっと貯めていますよ。学生時

代から使っていたメール全部、スパムメー

ルも含めて保存します。 

 

徳永：すごいですね。 

 

金子：うん。誰か僕の研究してくれたら喜

ぶかもしれないですけどね。膨大な時間か

かるかもしれません。 

 

徳永：将来、何かオークションにかけられ

るかもしれない。 

 

金子：いやいや。 

 

徳永：そうですね。そういうものが重要に

なってくると思います、真面目な話。新型

コロナが出てきたとき、日本の博物館だっ

たかな。それに関する、美術館とか博物館

とかが、関連するものっていうものを集め

始めましたよね。チラシだとか何でもいい

ので。けっこうみんな捨ててしまうじゃな

いですか、日々。でも、新型コロナの大セ

ールとかそういうのもあるかもしれない

し、さまざまな新聞もそうですし、本当に

いろいろなものがあると思うんですけど、

そういったものを残していくっていうの

は、実はけっこう重要ではありますね。 

 

金子：何かこう……。 

 

徳永：言うは易しなんですよね。 

 

 

 

金子：写本の世界から印刷本の世界になっ

たときと、今、印刷本の延⾧線上で、まあ

本という概念があって、今デジタルになっ

て、圧倒的にコピーのスケールのオーダー

が変わったと思うんです、その２回のタイ

ミングで。 

でもこう、印刷本の世界であっても、今

の出版の世界であっても、出版部数という
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のには、基本的には限りが、有限の数でほ

ぼほぼ決まっていて、それが故に、これが

レアであるっていう概念って生まれてくる

と思うんですよね。でも、デジタルになっ

たら、何かオーダーが変わってくるじゃな

いですか。そのコピーされる数が。そうす

ると、もはや自分が持っているものがレア

なのかどうかって、判断することもできな

い。何か別の表現をすると、貴重書、貴重

PDF ですっていう概念が発生し得ない。そ

うすると、保存しようと、じゃあこれ自分

が作ったものじゃないから消しちゃうおう

という話に、どんどんなっていっちゃう。

自分が書き込んだものって、決してそれっ

て本物じゃないよねと。本物はクリーンな

やつだっていう、何か印象がもしあったと

すると、自分が書き込んだものはダーティ

ーなものだから、別に保存しておく価値は

ないよねってなっていくと、コピーがいっ

ぱいあるが故にコピーが残らないとか、も

しくコピーがいっぱいあるが故に、どこに

あるかが分からないとか。一個のもののコ

ピーはいっぱいあるわけですから、いっぱ

いのもののコピーは、もっと多くあって、

その中に１万個あった場合に「いっぱいあ

りますよね」ってなるかもしれないけど、

いや、母数は何兆ですとか。まあ兆とかの

レベルははるか超えた桁だと思いますけ

ど、その中から１万個ありますと言われて

も、探してくることができないとか。それ

ってやっぱり人文研究としては、これから

何年後ですかね、先ほど「しばらくした

ら、失われた何年になります」みたいな話

になっていましたけれども、100 年後の人

の人文研究、2000 年代前半の研究って、

どうやるんですかね。 

 

徳永：そうですね、最初におっしゃった、

レアというのは自分が決めるのでしょう

か？むしろ決めない方がいい、というか、

レアなものとは、何でしょう。レアなもの

は確かに残る。貴重なものだというふうに

考えられたものは確かに残るかもしれませ

んけど、今私たちが逆に貴重なものだと思

っているものは、当時の人は日常で貴重と

思ってなかったものだったりしますよね。 

 例えば、本にしても、『書物の敵』とい

うのを、ウィリアム・ブレイズという人が

19 世紀に書いたんですけども、書物の敵っ

ていうのは、子どもだったり火であった

り、水だったり、シミであったり。あと女

であるともいっています。なぜかという

と、女中さんが、本がいっぱいあると、

「これはちょうどくべるのにいい」と言っ

て、暖炉で火を燃やすのに使ってしまうと

いう、16 世紀の本をばんばん燃やしてしま

うというようなこともあったんですね。 

 そもそも今、貴重書っていわれているも

のが、なぜ貴重になったかというと、それ

は別に 15 世紀の本が 15 世紀から貴重書で

あり続けたわけではなくて、16 世紀、17

世紀、18 世紀ぐらいになって、国家の問題

とかも大いに関わってくるところでもあり

ますけれども、自分たちの歴史というもの

を再構築、何かな、再考するときに、それ

は歴史で何度も何度もあることですけれど

も、その中で過去に書かれたものを集めて

こようというふうなことがあって、集める

ことによって、私的なライブラリー、プラ

イベイト・ライブラリーというものが生ま

れたのが、ナショナル・ライブラリーとい

うものが出来上がってきて、その中でレア

ブック（貴重書）であるとか、レアリティ

（rarity）といった概念が本に対しても出
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てきたんですね。そしてレアブックルーム

が出来上がってくるわけですが。その、レ

アリティというか、貴重な本というもの

は、最初は本当に一部のある限定された階

級の人たちの中のクラブというかな、男性

の紳士クラブですね、そういう人たちの中

での、いってみれば、限定された世界だっ

たのが、それがだんだんもっと、最初の話

に戻りますが、公に提供していこうという

ようになっていって、図書館というものが

どんどんできていくというような流れがあ

りますよね。ちょっと回りくどくなりまし

たけれども。 

 そういう事を考えると、今私たちが持っ

ているモノっていうものが、これがレアだ

から残そうというのは、たぶんその判断は

難しくて、むしろできないですし、逆に言

うと、大いにあり得るのは、偶然に残って

いったモノによって、その後の研究という

ものが考えられていく、規定されていくと

いうところも大いにあると思います。 

 その分野とかでいうと、失われたモノを

考えるというかな、再構築するとか、推定

するということもすごく今、最近研究の中

では重要というか大きくなってきていると

ころでもありますね。 

 デジタルというのが、技術が大いに発展

してくると、もしかするとそういったとこ

ろの部分の新しい視点とか、新しいアプロ

ーチというものが可能になっていって、あ

るいは大量のモノを分析することも、これ

からもっともっとできるようになるかもし

れないですね。 

 だって私たちが学生のころ、90 年代とか

に、そんな自分のパソコンで、あるいは自

分の家に 4K が来るなんて思わなかったで

すよね。思ったのかな、よく分からないん

ですけど。 

 あとは、自分のパソコンに２テラバイト

ものが保存できるとか、すごい高精細な画

像を自分が日常の研究の中でできるなん

て、本当思わなかったのが、10 年、20 年

であっという間に来ているので、やっぱり

技術革新があれば、いろんな事が可能にな

る道筋はあるのかなというふうに思いま

す。 

 

金子：今日はいろいろ徳永先生にお話をお

伺いしました。エディションの概念とか、

新しいデジタル的考え方、モノの保存の考

え方とは何か、なんていう話をさせていた

だきました。ありがとうございました。 

 

徳永：こちらこそ、ありがとうございま

す。 
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金子 晋丈（かねこ くにたけ） 

慶應義塾大学理工学部准教授・DMC 研究

センター研究員。専門はアプリケーション

指向ネットワーキング。特に、デジタルデ

ータの利活用を促すデジタルデータのネッ

トワーク化について研究を行っている。

2001 年東京大学卒業。2006 年同大学院情

報理工学系研究科博士課程終了、博士（情

報理工学）。同大学院新領域創成科学研究

科での特任助教を経て、2006 年 9 月より慶

應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ

総合研究機構、特別研究助教。2007 年、

同機構特別研究講師。2012 年 4 月より現

職、デジタルメディア・コンテンツ統合研

究センター研究員を兼任。 

 

徳永 聡子（とくなが さとこ） 

慶應義塾大学文学部准教授・DMC 研究セ

ンター研究員。専門は中世英文学、書物

史、書誌学。著書に『文読む姿の西東：描

かれた読書と書物史』、『中世主義を超え

て：イギリス中世の発明と受容』、『世界を

読み解く一冊の本』、『英語論文の書き方入

門』（全て慶應義塾大学出版会、共著）、翻

訳書に『初期イングランド印刷史 ―― キ

ャクストンと後継者たち』（ロッテ・ヘリ

ンガ著、雄松堂書店）などがある。 
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